
　難病のある人の就職活動を支援する制度・サービスの活用を考えましょう。あなたが希望する方法にチェック
をしましょう（複数可）。

□ 支援を受けないで、自分で就職活動をする
　ハローワークの一般求人で検索し、企業の求人募集等を閲覧して、自分で就職活動を行います。

□ ハローワークの専門援助支援を活用する
　難病のある人は、障害者求人だけでなく、一般求人による就職への支援も受けることができます。障害者手帳
がなくても、ハローワークの専門援助部門に登録し、就職から職業定着までの様々な課題に対する支援、あなた
に合った仕事探し制度の活用や、地域の支援機関と連携した個別支援を受けることができます。

□ 障害者トライアル雇用を活用する
　ハローワーク等の紹介により、障害者（難病のある人を含む）を事業主が試行雇用（トライアル雇用＝原則３
か月）の形で受け入れることにより、個々の障害者の能力や実際の支援等の理解を促し、試行雇用終了後の常用
雇用への移行を進めることを目的としています。トライアル雇用の活用には条件などがありますので、詳細はハ
ローワークにお問い合わせください。

□ 職場適応援助者（ジョブコーチ）事業を活用する
　職場で生じる様々な困りごとに対して、状況に応じた解決を図るために、職場適応援助者（ジョブコーチ）が、
地域の障害者職業センター等に配置されています。ジョブコーチは職場に出向き、難病のある人を含む障害者（労
働者）と事業主の両者に対し、仕事の進め方やコミュニケーションの取り方、仕事内容についての相談の仕方（職
場全体の作業効率を考えて、無理のない作業を担当させてもらう）等について専門的な助言・指導します。

□ 特に職場の配慮は必要ないので、説明は不要である
　支援者にも意見を聞き、考えを整理して、いざという時に説明できるように準備しておきましょう。
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　ハローワークは地域の様々な関係機関と多職種のチームで、就職前から就職後まで、本人と事業主を継続
的に支えます。ハローワークの専門援助部門に登録することで、あなたに必要な支援を総合的に行うことが
できます。


